







































教育交流を重ねるにつれて、かつてのように、ブラ ジルを 「資源大国J i未来の国J i若い国J
といった楽観的なイメージだけでと らえることがし、かに非現実的であるかということもわかってき
た。今なお農地解放がなされず、長きにわたった奴隷制や植民地体制の後遺症に悩まされているこ
とも推察できるようになった。
もちろん、希望はある。懸案のインフレも、新しい大統領の経済政策の転換によって、おさまり
つつあるという。1988年頃の義務教育卒業率は20%であったが、近年26%に達したそうだ。日本と
対照的な「おおらかさJの心を持って、初等教育 〈義務教育〉の普及に努力することが、迂遠なよ
うであるが、問題解決への近道であろう。従来の高等教育偏重政策だけでは、階層格差の拡大、中
産階級の没落は妨げず、都市問題の深刻化はますばかりであろう。最後に、ブラ ジルとの教育交流
が、日本の教育の光と影を映し出してくれる鏡の役割を果たしていることも忘れてはなるまい。
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